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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、免疫グロブリン受容体スーパーファミリーおよびFc受容体様ファミリーのメンバーをコードします。この遺伝子と他のいくつかのFc受容体様遺伝子メンバーは、1番染色体長腕にクラスターを形成しています。コードされるタンパク質はI型膜貫通型タンパク質であり、8つの免疫グロブリン様C2型ドメインを含みます。この遺伝子はB細胞の発生およびリンパ腫形成に関与しています。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。[RefSeq提供、2010年9月]、疾患：1q21異常を伴うバーキットリンパ腫（BL）細胞株において、FCRL5に関連する染色体異常が認められます[MIM:113970]。重複 dup(1)(q21q32)。,ドメイン:免疫受容体チロシン阻害因子モチーフ (ITIM) と呼ばれる細胞質モチーフを2つ含む。,機能:末梢リンパ器官におけるB細胞の発達と分化に関与し、B細胞の分化段階の有用なマーカーとなる可能性がある。辺縁帯B細胞において免疫調節の役割を果たす可能性がある。,類似性:8つのIg様C2型 (免疫グロブリン様) ドメインを含む。,組織特異性:辺縁帯B細胞、免疫芽細胞、扁桃の胚中心中心細胞、および扁桃の上皮内および濾胞間領域で発現する。多くのリンパ腫細胞株および有毛細胞白血病細胞で発現する。アイソフォーム 1、アイソフォーム 3、アイソフォーム 4、アイソフォーム 5 は、リンパ節、脾臓、骨髄、小腸で検出され、アイソフォーム 3 が優勢です。成熟 B 細胞およびメモリー B 細胞で発現し、胚中心細胞ではダウンレギュレーションされます (タンパク質レベル)。
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	FCRL5 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解液のウエスタン ブロット分析。
	

	CD307ポリクローナル抗体を用いたHepG2細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

